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１．はじめに 

 テキストマイニングとは，形態素解析などを

適用し，テキスト中から単語の頻度などを取得

して，それらに対しデータマイニングを適用し

て解析する手法である．単語の頻度をもとに解

析を行う際に，単語ごとに頻度が計算されるた

め，同義語であっても頻度は別々に計算されて

しまう． 

 そのため，類似した内容の単語はまとめる必

要があり，かつ，膨大な単語の量を解析するた

め，類似語の自動抽出を行うシステムが必要と

なってくる． 

 

２．研究内容 

 類義語とは，同じ意味を持った単語であるが，

その種類として，下位語・表記の揺れ・同義語

といったものがある．今回は表記の揺れ・同義

語を類義語とし，それらを抽出してくる． 

 同じ意味の単語であるならば，その単語に係

る単語または係られる単語が類似したものにな

ると考えられるので，次のような手順で，類義

語を抽出する． 

2.1 前処理 

 BLOG の本文などのインフォーマルな文章では，

顔文字など内容と直接関係ない記号が用いられ

ることが多い.そのため,テキストを形態素解析

し，読点以外の記号を削除する．流れを図１に

示す． 

 
図１ 本文から係り受け受け解析までの流れ 

 

  

 

 

 

まず，本文から「！」「♪」などの記号までの

文章を抽出し，それを 1 文とする．次に，その 1

文から，読点以外の記号を削除する．そして，

その処理を行った 1 文を係り受け解析に適用す

る． 

2.2 係り受け解析の適用 

 係り受け解析ツール CaboCha を用いて，テキ

ストを係り受け解析する．実際に必要とする単

語は，名詞（数・接尾・代名詞・固有名詞－人

名・非自立・副詞可能以外）と動詞・形容詞・

形容動詞（自立）である．ただし，｢する｣につ

いては直前の名詞（例えば，「静止」）と結合

し，サ変動詞（「静止する」）として扱う． 

2.3 二部グラフ作成 

 係る単語と係られる単語を関係づける二部グ

ラフを作成する． 

2.4 行列の作成 

 まず，係られる単語を行，係る単語を列，テ

キストに出現する係り受け関係の頻度を要素と

した行列を作成する． 

 ここで，低頻度語は出現頻度が少ないために，

そこから係り方の出現パターンの情報を得るこ

とは難しい．さらに，低頻度語は，類義語とし

てまとめても，まとめた後の語の頻度に寄与す

る割合は低い．そのため，本研究では対象とす

る単語を中頻度以上出現する単語に限った．中

頻度 f は，1 度しか現れない単語の数 F を利用し

て，次のように表すことができる[4]． 
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上記の方法を利用して，係られる単語と係る単

語，それぞれ別々に中頻度を求める． 

 そして，ある閾値以上の係り受け関係の頻度

から行列を作成した後に，各列の平均を求めて

全ての要素からそれぞれ対応している列の平均

を引く． 

2.5 特異値分解の使用 

 2.3 節で作成した行列 G に特異値分解を適用し，

各単語とそれを特徴付けるベクトルとを対応さ

せる． 

 特異値分解とは，行列 G を式(2)のように，3

つの行列に分解する手法である． 
TVUG ∑=   (2) 
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 U と V は直行化行列，Σは対角成分が固有値の

絶対値の平方根，すなわち特異値をとる対角行

列である． 

 ここで，主成分分析と特異値分解を対応させ

ると，平均を引いた後の各単語に係る頻度の共

分散行列 Sは次のように与えられる． 
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 ここで，N は係られる単語の数である．この
共分散行列 Sに式(2)を代入すると， 

TVVS 2Σ=   (4) 
となる．そのため， 

H = GV  (5) 
と定義し、新しい行列 H を作成すると，この共
分散行列は対角行列となる．さらに，式(2)と式
(5)から，UΣが求められ，主成分が得られる[5]．
ただし，係り受け関係の頻度のばらつきに最も

寄与する量は，各単語の出現頻度であると考え

られる．このことから，第一主成分は，この単

語の出現頻度に依存すると考えられる．本研究

では，出現頻度ではなく，係り受けの出現パタ

ーンから類義語を抽出するので，この第一主成

分以外の成分を取り扱う． 
2.6 類似度の計算 
 単語間の類似度を求める時，単語に対するベ

クトルのなす角度の余弦を利用する．単語 p，q
に対応するベクトルを Wp，Wqとおくと，類似度

は式(5)で与えられる．各ベクトルは UΣの行ベ
クトルに相当する． 
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３．実験  
 映画「ダヴィンチコード」を話題とした

BLOG の本文，2000 件を対象データとして提案
した類義語の求め方を検証する． 
 係り受けの頻度は 175027個あり，中頻度の閾
値は係られる単語で 154.045，係る単語で
116.042 である．閾値より大きい頻度の単語数は，
係られる単語が 171 個，係る単語が 143 個ある． 

 
図 2 第一主成分と係られる語の頻度の関係 

 第一主成分と係られる単語の出現頻度の関係

を示したものが図 2 である．この図から，第一
主成分は係られる語の出現頻度と高い相関を持

つことが見て取れる． 
 そこで，第一主成分を入れる方法と入れない

方法，かつ，類義語同士の語は品詞が同じ単語

が多いことから，品詞が同じ単語という制限を

加える方法と加えない方法の計４つのパターン

から類似度の比較を行う． 
 
４．評価 
 人の目で見た類義語の組み合わせは 19 組あっ
た．その中でも，表記の揺れが多い．例えば，

「みる」「見る」「観る」や「シーン」「場

面」の組み合わせなどがある． 
3 章で述べた計４つのパターンから類似度を計
算し，それぞれ，類似度の順位を計算する．そ

れぞれ上位 16 位までの結果は，品詞の制限を加
えて第一主成分を除くパターン(a）では 8 個，
第一主成分を除くパターン(b)では 6 個，品詞の
制限のみ行うパターン(c)では 2 個，第一主成分
を含むパターン(d)では 2 個，類義語の組み合わ
せをそれぞれ検出した． 
そして，19 組の類義語の組み合わせの順位の
合計を検証すると，(a)は 15874，(b)は 29011，
(c)は 113710，(d)は 50741 となった．二つの結
果から，第一主成分を除き，かつ，同じ品詞の

単語の組み合わせという制限を加えた(a)のパタ
ーンが，より上位に類義語が出現することが分

かった．  
 
５．おわりに 
 今回は，2000件の BLOGのデータを用いたが，
処理時間が長くかかってしまった．より多くの

データを取り扱う必要があるので，処理時間を

短縮し，かつ，類義語抽出の精度の向上を目指

す． 
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